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1． はじめに 

 
平成 16 年 10 月、新潟県中越地震によって旧山古志村

（以下、山古志）は、かつて経験したことのない重大な

被害を受けた。建物、社会基盤施設、農地、自然環境な

ど、そこに存在するほぼ全てのものが姿を変えてしまっ

た。山古志にとって山や森林などの自然環境、棚田など

の農地が織り成す景観は貴重な財産である。なぜならば、

山古志の景観は、山間丘陵地において地滑りや土砂崩れ、

豪雪などの自然災害を克服してきた過程で培われた知恵

や工夫が文化となり、形となって表面的に表れたものと

考えられるからである。また、山古志において良好な景

観を維持しながら復興していくことは、美しい棚田や棚

池などを維持していくことにもつながる。すなわち景観

を維持していくことは、山古志の住民にとって生活に不

可欠な生業を維持していくことに直結するのである。 

そこで本研究は、山古志の景観を復興に活かしていく

ために、まず初めに山古志らしい景観がどのような要素

で成り立っているのか把握することとした。この景観要

素を、土地利用の代表的分級要因とされる地形傾斜度の

観点から、地理情報システム（以下、GIS）を用いて、

地形と土地利用との関係性を定量的に抽出し、被災から

景観を元に戻すだけでなく、その上に新たな価値を生み

出すための提案を得ることを目的とした。 
 

2． 山古志に関する動き１）

 
国土交通省は平成 17 年３月 29 日、「山古志復旧・復興

支援プログラム」を取りまとめた。これは、旧山古志村

が策定した「山古志復興プラン」を実施する上で活用が

可能な、国土交通省の支援措置を整理したものである。 
一方、新潟県では平成17年8月に「新潟県中越大震 
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災復興計画」を策定した。その中では、壊れたものをた

だ単に元に戻すだけでなく、旧を踏まえつつ、その上に

新たな価値を生み出す「創造的復旧」を柱として復興事

業を推進する旨がうたわれている。 
山古志の 6 集落では平成 18 年 6 月時点においても避

難指示が続いている。長岡市は旧山古志村集落再生検討

作業部会で、この 6 集落を対象とした再生計画をまとめ

た。平成 18 年度から事業に着手し、平成 19 年度には本

格的に住宅建設を始め、同年秋に住民が帰村できること

を目指す。また旧山古志村の住民が要望している、長岡

市との編入合併でなくなった「山古志」の地名復活が、

長岡市議会が議決した場合、平成18年11月1日にも実

現する見込みである。 

 
図－１ 山古志の地形と大字 

 
3． 山古志の地形と大字２）

 
山古志は、５つの山系からなる稜線に囲まれた、200

～500 ｍ程度の丘陵地帯に位置する。14 の集落がその両

地塊の中に存在する細長の盆地状地形の中にある。東西

南北には４つの水系が立地している（図－1）。 
山古志は図－1 のように種苧原、虫亀、南平、竹沢、

東竹沢の５つの大字から構成されている。この地方の地

形の特徴は、微地形の台地状緩斜面が急峻な斜面に挟ま

れてできていることである（図－２）。この台地状緩斜



面は棚田等の農耕上の主要な生産の場になっていること

が多い。山古志地方の各所に見られる美しい階段耕作の

主因はもっぱらこの地方の大きな自然災害の一つである

「地滑り」によって形成されている。地滑りは大きな自

然災害であると共に、見方を変えれば、山林の面積を縮

小して、耕作面積を拡大する変化でもある。 

 
ａ：背梁系の斜面 ｂ：小起伏に富む台地状地  

ｃ：急傾斜面   ｄ：谷底平野 

図－2 山古志の地形特徴２） 

 
4． 地形傾斜度による土地利用分級 

 
土地利用計画の評価方法に土地利用分級がある。それ

ぞれの土地がどのような利用に対しどの程度の制約があ

るのかを判断し、適正な土地利用の分布を評価する方法

である。水口による地形傾斜度による土地利用分級３）

（以下、傾斜度分級）は、一般的な土地利用を傾斜度ご

とに分類した指標であり、平坦地、緩斜地、中斜地、急

斜地、極急斜地の５つに分けられている（表－1）。 
本研究では、この傾斜度分級を表－2のように住宅と

農業の立地について、適・不適・不可能という３つの視

点で読み取り分析を行う。 
表－１ 地形傾斜度による土地利用分級３）

 
表－２ 傾斜度分級からみた住宅と農業の立地 

 平坦地 緩斜地 中斜地 急斜地 極急斜地

住宅 適 不適 不可能 
農業 適 不適 不可能 

 
（１）傾斜度分級による色分け 
a）山古志全体の傾斜度分級 

GISを用いて、傾斜度分級を山古志に適用した傾斜度

分級図と、住宅と田の位置をプロットしたものをオーバ

ーレイした４）５）（図－2）。また、山古志全体と各大字

の傾斜度分級の構成割合を作成した（図－3）。これに

より、山古志は極急斜地が46％と圧倒的に多いことがわ

かる。また、急斜地と極急斜地をあわせると73％となり、

山古志の大部分を占めている。つまり、一般的な傾斜度

分級を適用すると、山古志は住宅や農地の土地利用不可、

または不適とされる地域に立地している。 

 
＊ ▲住宅 □田 

図－2 山古志傾斜度分級と住宅･田の立地 
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図－3 傾斜度分級の割合 

 
b）各大字の傾斜度分級 
 図－3において、全ての大字において急斜地と極急斜

地を合わせると60％を超えており、急な斜面が多いこと

がわかる。つまり、一般的な傾斜度分級の観点に立つと、

山古志はすべての大字について住宅や農地の土地利用不

可、または不適とされる地域に立地している。 
 
（２）傾斜度分級と土地利用の関係 
a）住宅の立地 
傾斜度分級ごとに住宅と田が立地している割合を求め

た（図－4）。虫亀・南平・竹沢・東竹沢の住宅は、極

急斜地と急斜地、中斜地に多く立地しており、合わせる

と70％を超えている。一方、種苧原の住宅は、平坦地と

緩斜地に特に多く立地している。つまり、種苧原は一般

的な傾斜度分級に準じた土地に住宅が立地しているのに



対し、そのほかの大字は不適や不可とされている土地に

住宅が立地している。 
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図－4 傾斜度分級ごとの住宅の割合 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東竹沢

竹沢

南平

虫亀

種苧原

山古志全体

極急斜地 急斜地 中斜地 緩斜地 平坦地  
図－5 傾斜度分級ごとの田の割合 

 

b）田の立地 
 傾斜度分級ごとの田の立地の割合について求めた（図

－5）。また、田の立地については、棚田の一般的な定

義である「傾斜度３（勾配１／２０）以上の傾斜地にあ

る水田」と、農林水産省が認定している新潟県内の棚田

百選の平均傾斜度を念頭に置く６）。 
 山古志ではどの大字においても、田は急斜地と極急斜

地に50％以上立地している。特に、虫亀と竹沢では不可

な土地の田が70％を超えている。また、東竹沢と南平で

は約 60％と多く、種苧原は約 50％と、山古志では比較

的緩やかな土地に田が立地していると言える。しかしな

がら、新潟県内で棚田百選に認定されている棚田の平均

傾斜度は 3～9 度であり、一般的な傾斜度分級の緩斜地

程度の傾斜であるので、中斜地・急斜地・極急斜地の割

合が75％を超える山古志において棚田は、特に急な斜面

に立地している。また、棚田の定義は傾斜度 3 度以上の

水田なので傾斜度分級では平坦地（傾斜度0～3）以外の

田が棚田であり、山古志では平坦地が 3％程度しかなく、

残りの約97％の田は棚田である。このように、山古志の

田はほぼ全てが棚田であり、山古志の棚田は通常よりも

急な斜面に立地し、独自の立体的な景観を形成している

要素の一つであると言うことができる。 
 

5． 傾斜度による大字のパターン分類 

 
（１）住宅と田の位置関係パターン 
山古志の傾斜度分級と住宅・田の立地より住宅と田の

位置関係には 3 パターンあることが判明した。種苧原と

虫亀は住宅がまとまって立地し、その周囲に田が立地し

ている。南平と東竹沢は、住宅がまとまりながら集落ご

とに点在し、田はその周囲に立地している。竹沢は、他

の大字と比べると住宅と田が入り組んで立地している

（図－6）。 

 
図－6 住宅と田の位置関係図 

 
（２）傾斜度分級と土地利用の関係 
 各大字の住宅数と田の総面積より、その関係を両軸平

面にプロットし、円の大きさを大字の面積に比例させた

（図－7）。これにより山古志を、住宅数が多く田の総

面積が大きい種苧原、住宅数が比較的多く田の総面積が

小さい虫亀・竹沢、住宅数が比較的少なく田の総面積が

小さい南平・東竹沢の3つに分類できることがわかる。 

 
・領域A 住宅数：多 田面積：大 
・領域B 住宅数：多 田面積：小 
・領域C 住宅数：少 田面積：小 

＊円の面積は大字面積に比例 
図－7 住宅戸数と田の総面積による分類 

 
（３）大字の分類 
 住宅の戸数や田の総面積の関係より特徴的な地形を見

出し、山古志の大字を分類した。また、傾斜度分級と土

地利用の関係やその位置関係を整理した。（表－3） 
図－7 において領域 A に位置する種苧原は、山古志の

大字で一番大きい面積を持ち、一般的に土地利用不可な

極急斜地が特に多い地形の中で緩斜地を住宅として利用

し、集落の周囲の急斜地で棚田を耕作している。 
次に領域 B に位置する虫亀と竹沢は、住宅数が比較的

多く田の総面積が小さいことと、地形の傾斜度において

一般的に土地利用不可、または不適な極急斜地と急斜地

が多いことが特徴的である。虫亀は中斜地程度の傾斜度



に住宅がまとまって立地し、集落の周囲の極急斜地や急

斜地において棚田を耕作している。竹沢は急斜地におい

て、住宅と棚田が入り組んでいる。 
領域 C の南平と東竹沢は住宅数が比較的少ないことと、

地形の傾斜度において一般的に土地利用不可な極急斜地

が特に多いことや、住宅がまとまりながら集落ごとに点

在し田はその周囲に立地していることが特徴的である。

また、南平と東竹沢は急斜地において特に多く住宅が立

地し、急斜地程度の傾斜度で棚田が耕作されている。 
 

表－3 各大字の分類と傾斜度分級の特徴 
  種苧原 虫亀 竹沢 南平 東竹沢

住宅数と田面

積による分類 
領域 Ａ 領域Ｂ 領域Ｃ 

  急斜地と極急斜地が多い   

地形 極急斜地

が特に多

い 

    
極急斜地が特

に多い 

緩斜地に

特に多い 
       

  中斜地に多い     
住宅 

    急斜地に特に多い 

急斜地に

多い 
    急斜地に多い

    
急斜地に特

に多い 
    田 

  
急斜地に多い・極

急斜地に特に多い 
      

住宅・田の位

置関係 
集落の周囲に田が立地 

住宅と田が

入り組んで

いる 

住宅がまとまり

ながら、集落ご

とに点在し田

はその周囲に

立地 

 

 
   ＊平場の奥行きは4ｍ 
図－8 各傾斜度分級の傾斜度概観図 

 
6． 山古志の景観と傾斜度分級 

 
山間部の豪雪地帯で多く見られる雪崩を山古志ではナ

ゼというが、このナゼを防ぐためにかつては段切りを行

っていた。段切りとは山の傾斜を削り 2･3 段の階段の形

の平場を作ることである。1 つの段の奥行きに最低 4m
は必要であったと言う。ナゼを防ぐ段切りを冬の備えと

するだけでなく、夏に棚田として活用したと 1971 年に

山古志を訪れた須藤護は聞いている。７） 

これより、平場の奥行きを 4m として段切りをした場

合の各傾斜度分級の傾斜度概観図を示した。（図－8） 
これによると、山古志において棚田が多く立地してい

る急斜地と極急斜地は人の背丈を越す段差があることが

わかる。また、中斜地と急斜地に多く立地している住宅

では人の背丈と同程度な段差であることがわかる。また、

景観として見た場合には山古志は特に立体的であるとい

える。 
 

7． 景観活用の提案 

  
国土交通省の支援策の１つであるシーニックバイウェ

イ１）において、活用できる集落の特徴を提案する。現地

調査と表－3 より、集落の周囲に棚田が広がっている種

苧原と虫亀は、集落から一歩出ると空と山を背景に棚田

を見下ろした広大な景観が広がっているのが特徴的であ

る。南平では、高台から見下ろした集落景観が特徴的で

ある。竹沢は住宅と棚田が混在した、種苧原や虫亀と比

べ狭小な景観が特徴的である。シーニックバイウェイで

はこれらの集落の特徴を活かした整備が望まれる。 
  

8． まとめ 

 
本研究ではGIS を用いて一般的な傾斜度分級の観点か

ら、山古志が独自の立体的な景観資源であることを検証

した。また、傾斜度分級と土地利用の関係やその位置、

住宅の戸数や田の総面積より大字を分類し、その特徴を

示した。今後は、実地調査と組み合わせ、山古志の景観

について地形の傾斜度以外の要素を抽出し、景観整備へ

の提案を得た。 
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